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東京大学理学部

特集・理学部の将来への希望

目　　　次

表紙の説明…‥＝　　　　　　　　　　　　……1

巻　頭　言＝・・・・……・……‥・・…‥・・有馬　朗人…2

ルルネサンスに思う・・＝…………‥海野和三郎・‥3

体制に柔軟性を……‥……‥…‥‥太田　朋子…4

Elfenbeinturmのまわりで＝……・山崎　剋…5

理学部の将来…‥＝………・…＝・＝‥村山　直廣…6

理学部への期待日日‥‥‥＝・‥‥…‥‥吉田　和夫…7

理1号館地区再開発による理学部の

活性化を‥‥‥‥……‥…・……‥‥上村　　洗・‥8

キャンパス問題について…‥・・‥‥・祖父江義明…9

居住・通勤について…＝…‥‥‥・・‥増田　耕一…10

誰がために大学院はある…・＝‥‥田隅　三生…11

小教室は訴える…………………・日展本　恵一…12

理学部の再開発と移転に際して…松本　　良…13

学科事務の立場から＝……………・宮崎　節子…15

助手からみた理学部…理学部職員組合助手部会…15

駒場からのラヴコール‥‥‥叫＝…・岩本　振武・‥17

理学部廣報を読んで………………村田　好正…18



表　紙　の　説　明

9月9［］，森貢総長と有馬朗大理学部長の手によって理学部のtl表礼”が新たに

掲げられた瞬間のスナップ。

森総長の書を桂材に浮き彫りし，8～10回もニス塗装仕上げされた立派な物で，

進藤昭氏の手になる。

佐佐木　行　美

（写真撮影　杉　本　　瑛）
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